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TransferMatrix及びScatteringMatrix を用いての振動状態の計算の概略を紹介



































-TNであり,従って H- I - 0より固有振動数が求まります｡
以 Lは最近按相互作用のみがある場合ですが ,次近接相互作用がある場合には ,Tr-
2)
ansferMatrixの次元が大 きくなりますOまた,impurityを含んだ問題を取 り扱 う時





M M M M M M/
●一･一一●･-一･〇
Q.-(M′-M )/M とす るとQ<-0.5の時bandのmaximum frequenciesがba-
ndのtopより飛び出します｡
二次元 :㈲ K2
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Qニーi expEpcosheP^ cosh26〟｣莞 sin2 (i ,i
以上,TransferMatrixとS℃atteringMatrixを用いた計算例を示 しました｡Transr
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左の系のTralSferMatrixTlを用いると
(uTlL ｡(.))- TlTTll (UL-N"]1)_｡(_N))
右の系のTransferMatrixを用いて
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これは,Green関数 による(8)式 と全 く同じ形をしています｡(151式 ,(16)式は ,左側のa卜
｡msの鎖にとって ,右側の鎖が一つのfictitiousmassMrに等 しく見える事を示 し,
また,Mlについては,その反対のことが言えることを示 しています｡結局 ,Green
数によって表現 した表式は,同じく,TransferMatrixでも可能 とな り,それは-つの
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fictitiousmassを導入することに相当 します｡TransferMatrixの方法は,界面に欠
陥がある時には ,その領域のみを,欠陥を表現するTransferMatrixで取 り扱い,その
他の領域は ,-つのfictitiousmassを仮定すればよいことを示 し,Green関数による
取 り扱いよりも便利です｡
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